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進化するAIエージェントの車開発への適用へ向けて
- AI オーケストレーションのあり方と活用に求められる要素とは -

2025年12月15日
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ご説明順序

1.アップデータブルな車両システムとAI

2.エージェンティックAI

3.車両システムのAIエージェント化時代の困る問題

4.車両システムのAIエージェント化時のアプローチ留意点
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SDVの横/縦方向アーキテクチャ概略（概念システム層構成）
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アプリケーション

ミドルウエア
とOS

コンピューティング
プラットフォーム

車両EEアーキ クラウド 開発ツール サービスシステム

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ーミドルウエア

車載OS

車載HPC

コネクテッド
車両

バックエンド

クラウドサービス / 自動化プラットフォーム

ITサーバーOS / コンテナプラットフォーム

パブリッククラウド
プライベートクラウド
オンプレサーバー

車載アプリ
MBSE/MBD/ALM
車載ソフト開発
シミレーション
AI学習

サービス
アプリ

基幹系/外部含む

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(R
AN
)

モビリティーヘ提供する機能モビリティー内構成要素 モビリティ外サービス連携

1.アップデータブルな車両システムとAI
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ボディー

車両システム全体の図アップデータブルなクルマの建て付け ‒ E/Eアーキテクチャー
モダンなメカトロニックス機械部品だけで機能構成せずにソフトウエアで制御

センサー
アクチュエーター

(Zone ECU)

車載HPC

MNO コアネットワーク
(産業IoT)

メカトロ制御
ECU
スマート ECU

車両システム E/Eアーキテクチャー概念物理図

概車E/Eアーキテクチャー載念物理

車載
HPC Zone RearZone 

Front

Zone
eCentre

Telematics Communication Unit (TCU/DCM/TSU)

OEMクラウド
バックエンド 分析基盤

AI Cloud

WiFI
BTDSRC

OBDポート

1.アップデータブルな車両システムとAI
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層構成から考えるSDVシステム全体の依存関係と影響
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機能層 建て付け

ソフトウエア(制御）

ハード機構

筐体（固定）

ソフトウエア

メカトロニックス

ソフトウエア処理ハードウエア

制約度自由度

Q=(1ーρ)/ ρネットワーク

諸所でディスカッションしましたが、割と正しい考え方のようです

🛜
LiDAR レーダー

🫐📹
カメラセンサー

1.アップデータブルな車両システムとAI
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車両開発での生成AIの適用

動画:Atlanta Waymo状況 1分

車両E2Eモデル/NOA（Navigate on Autopilot） ‒ どういうことができる様になるのか？

2025年8月 Uber呼んでラッキーだとWaymo：こんな運転

乗車前車寄せの運転

A:撮影点
X

隣のホテル

呼び出した
ホテル

C:
車寄せz

D:車寄せ

３階建て
駐車場

人だけが
通れる通路

X
B:停車位置

駐車場入口

駐車場出口

Google地図に川島追記

X

C:
通常降車地点

1.アップデータブルな車両システムとAI
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2.エージェンティックAI

従来のAIと生成AIの比較

技術側面：２つのタイプのAI - AI開発ってどのようなものがあるのか

基盤モデルを使用すると効率的だが、自動車開発専用等の目的別基盤モデルが欲しい/欲しくなる(RAGでは難しい）

分類

予測

要約

判定用モデル 判定結果判定したい
メール

需要予測モデル 需要予測過去実績

要約用モデル 要約文書

…など

プロンプト

従来のAI (ルールベース）
特定の入力に対して設計されたアルゴリズムに基づいてタスクを
実行する

基盤モデルを使用した生成AI Ð24年に急速拡大
あらかじめトレーニングされたデータに基づき、高品質なテキスト
や画像を生み出すことができる

大量の外部データ

正常

スパム

�»�µ�«�–�t�Þ�Ã�ç�U
ž�A
- �Ý�Ý�% �Ñ�á�”�´�ã�ï�z�q�é

分類

予測

要約

正常

スパム

Massive Foundation Model
事前学習済み

Fine Tuned Model
企業独自のデータで追加学習

��

�,
k�Þ�Ã�ç�w�b�;�t�‘�“�z
�7�‘�s	��¨�w�»�µ�«�›�„�…�¶	6�s�X�î�ª�p�V�”
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２つのAI
2.エージェンティックAI

+AIとAI＋

AIの活用の２つのタイプ

1
0

�"�*主導の業務に再構築
人は監督にシフト

人が主体の業務に
�"�*を活用して効率化
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エージェント型AI
2.エージェンティックAI

複数のエージェントが自律的に連携する「エージェント型�"�*」

知識やノウハウがなければできなかったことが、生成AI時代に入り格段に向上した

エージェント

[ 受付 ]

エージェント
[ 文書生成 ]

エージェント
[ 完了報告 ]

エージェント

[ 計画管理]

エージェント

[ オーケストレーション]

エージェント
[ 人事システム操作 ]

タスク分類 計画立案 操作指示 作業実行

手順書
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AIエージェント
2.エージェンティックAI

AIエージェントと適用例説明

AIエージェントを組み合わせる(オーケストレーション)により ユーザーに知恵(Wisdom)を与えられる

AIアシスタント AIエージェント

�Ó�é�ï�Ó�Ä�w�A�{�t� �a�o �z �®�o�°�w�»�µ�« �¯ �›�î�æ �{ �Ó
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プロンプト

Assistant AI

生成結果

プロンプト

Agentic AI

生成結果

�Ó�é�ï�Ó�Ä�w�¦�Ô�›�§�î�t�î�æ
�Ó�é�ï�Ó�Ä�w�º�0�› �‹�q�t�î�æ�-
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R

実行計画に応じて、能動的にツールを呼
び出し、複雑なタスクを実行

AI Assistant 1

AI Assistant 2

専門知識

API

ワークフロー

プロンプト

Agent 
Orchestrater

生成結果

AI Assistant

AI Agent 1

AI Agent 2

�"�*�¤�”�́ �£�ï�Ä�~�¦�”�­�µ�Ä
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多方向の会話、ツールの呼び出し、深い推論を活用

複数の業務システムを横断した

業務ワークフローを実行


ó
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専門知識

API

一泊二日で箱根エリアの家族旅行
プランをいくつか教えて

一泊二日で箱根エリアの家族旅行
で予算内で 温泉旅館を予約して

この旅行に必要な全てのアレンジを
お願い（レンタカー手配、宿泊手配、
ランチ場所検討、レジャー規制、
必要携行品のネットオーダー

適用例 適用例 適用例

エージェンティックAI
(AIエージェントオーケストレーター)
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AIエージェントの進化-オーケストレーション:エージェンティックAI
2.エージェンティックAI

エージェンティックAI

テクノロジーチェンジが起こり 目線と知恵次第では先行者を抜ける状況
特にお客様接点となるところ

AIアシスタント AIエージェント
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プロンプト

Assistant AI

生成結果

プロンプト

Agentic AI

生成結果
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実行計画に応じて、能動的にツールを呼
び出し、複雑なタスクを実行

AI Assistant 1

AI Assistant 2

専門知識

API

ワークフロー

プロンプト

Agent 
Orchestrater

生成結果

AI Assistant

AI Agent 1

AI Agent 2
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多方向の会話、ツールの呼び出し、深い推論を活用

複数の業務システムを横断した

業務ワークフローを実行
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専門知識

API

現時点の先行者

２年前 IVI系はチャットボット等
のAIで必要半導体能力は微増と考
えられていた

テクノロジーチェンジ

目的別の設計とデータ
単一技術目線ではなくSDVの縦横を
鳥瞰した考え方

エージェンティックAI
(AIエージェントオーケストレーター)
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AIエージェント時代への要求項目と自動車産業での動き
2.エージェンティックAI

AIエージェント時代に必要な５要素とIBM製品マッピングと散見される動き

地域対応と地政学的な技術適用制約を考慮する必要もある

watsonx CodeAssistant

! パーソナライゼーション(認
識)

! IV Iエージェント
! ADASエージェント

! E2E環境
! ボット/バディー ! アプリケーション最新式化

! コード生成

watsonx Orchestrate & watsonx Assistant

AI ガバナンス

責任と透明性があり、説明可能なAIを実現する

watsonx.governance

データトランスフォーメーション

あらゆる場所のさまざまなデータに対応してAIワークロ
ードを拡大する

アプリケーション開発

最大60%の AI による自動生成でソ

フトウェア開発を加速2

AI Agent開発プラットフォーム＆インターフェース

新しい形でのコンタクトポイントの提供：対話 AI アシスタントにより最大
40%の生産性向上を図る1

AI and data

プラットフォーム

AI アシスタント

AIモデル開発 / 利用
watsonx.ai

watsonx.data

z

z

z z

提携する/買ってくる
(内製で研究テーマにはなっている）

作る/競争力/作りたい：一方でインフラはベンダーに任せた 内作/外作/提携/オープンソース

結構気にし始めている (ISO/IEC 42001等) 考え方が領域毎

作る/競争力/作りたい
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エージェンティックAI時代に重要なコンポーネント
2.エージェンティックAI

エージェンティックAIでは、オーケストレーターが追加される

各種エージェントを調整し タスク実行するオーケストレーター

watsonx CodeAssistant

! パーソナライゼーション(認
識)

! IV Iエージェント
! ADASエージェント

! E2E環境
! ボット/バディー ! アプリケーション最新式化

! コード生成

AI ガバナンス

責任と透明性があり、説明可能なAIを実現する

watsonx.governance

データトランスフォーメーション

あらゆる場所のさまざまなデータに対応してAIワークロ
ードを拡大する

アプリケーション開発

最大60%の AI による自動生成でソ

フトウェア開発を加速2

AI Agent開発プラットフォーム＆インターフェース

新しい形でのコンタクトポイントの提供：対話 AI アシスタントにより最大
40%の生産性向上を図る1

AI and data

プラットフォーム

AI アシスタント

AIモデル開発 / 利用
watsonx.ai

watsonx Orchestrate & watsonx Assistant

watsonx.data

ココ:オーケストレーター
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オーケストレーターとは？
2.エージェンティックAI

オーケストレーターのIT的な説明

オーケストレーター：全体の作業を調整する
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AIエージェント化時代の困る問題
AIエージェントのままでこの先(複数エージェント連携）の世の中になると

特化型や汎用AIの乱立が始まる バラバラに動くのではなく一意にシームレスできないか？

App d App e IVI

AI

AI

App a App b Appc
AI AI AI
SLM AI 専用AI SLM AI

特定用途AI

特定用途AI
汎用AI

App6

1.地域によって切り替えが必要になる

2.AIエージェントの乱立

3.各AIの使用するデータ

4.同じ人に対してアプリ毎違う対応
(エージェント毎バラバラ)

! "

5.クルマは移動するものでコンテキストが変わる。
- コンテキスト理解が無いと
ありがたい結果にならない

大手クラウド
のAI

制御系

#$% &

3.車両システムのAIエージェント化時代の困る問題
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機能
3年

車両開発でよくある問題

4.車両システムのAIエージェント化時のアプローチ留意点

!
SOP/JOB1
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SWE.1
ソフトウエア要求

SWE.2
ソフトウエア/
アーキテクチャデ

ザイン

SWE.6
テスト仕様/ ケース
(ソフトウエア適

格性)

SWE.4
テスト仕様/  ケース
(ソフトウエア
ユニット検証)

SWE.5
テスト仕様/ ケース
(ソフトウエア統合)

SYS.1
ステークホルダー要求

SYS.2
システム要求

SYS.3
システム

アーキテクチャ

SYS.4
テスト仕様/ ケース
(システム統合)

SYS.5
テスト仕様/ ケース
(システム適格性)

SWE.3
ソフトウエア
詳細デザイン

,-

インプリメンテーション
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静的検証結果

SWE.4
テスト結果
(ソフトウエア
ユニット検証)

SWE.5
テスト結果

(ソフトウエア統合
)

SWE.6
テスト結果

(ソフトウエア適格
性)

SYS.4
テスト結果

(システム統合)

SYS.5
テスト結果

(システム適格性)
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SUP.10
変更要求

影響ワークプロ
ダクツ

�4�6�1��������
�#�1��

プラットフォーム
検討時期

何をするか明確でない始まり時期に「プラットフォーム」を決めて進めなければならない

バケツを用意
しておくのだ！
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ここでよくある困った問題
アーキテクチャー ３点セット

コンテキスト図は、大体書けたとして 3年先のユースケースはわからない・・・

3.コンポーネントモデル（CM)

オペレーショナルモデル（OM)

ITアーキテクト Vol.9 - Volume 9 P132を参考に作図

1.コンテキスト図

2.ユースケース図（ルール）

4.車両システムのAIエージェント化時のアプローチ留意点
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車載側でよくある問題の解き方＝アーキテクチャーアプローチ1/3

機能
3年

!
SOP
/JOB1
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プラットフォーム
検討時期

適用技術（技術ベースライン）を設定して 現実的な仮説設定をユースケースにしてみる

要求が曖昧な状況で
何を検討題材にして
進めれば良いのか
聞いてもわからない

先行事例調査
車載機能からの仮説
社内DX

例2

カテゴリー：快適
! Who
ユーザー、車両エージェント

! What
車内環境を快適にするために、
エアコン設定・サンルーフの状態・ファン風量・窓の開閉に関する操作を提案

! When
車両が走行中または停車中で、外気温と車内温度に差がある状況

! Where
車両内

! Why
車内を快適に保ちつつ、外気温の影響（暑さ）による不快感を避けるため

! How
①車両エージェントが外気温と車内温度を比較
②最適な車内環境制御手段を判断
③ユーザーに具体的な操作候補（エアコン22度設定、サンルーフ閉鎖、
ファン風量アップ）を提示

④窓を開けるのは非推奨と説明

カウンター

4.車両システムのAIエージェント化時のアプローチ留意点



23

車載側でよくある問題の解き方＝アーキテクチャーアプローチ3/3

4.車両システムのAIエージェント化時のアプローチ留意点
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プラットフォーム
検討時期

「概念」「論理」「物理」で徐々に精度を繰り返し (カバレッジを広げて）上げていく

要求が曖昧な状況で
何を検討題材にして
進めれば良いのか
聞いてもわからない

概念カウンター

論理

物理

ユース
ケース

仮説検証

PoC

PoV

精度

カバレッジ
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